
₁． はじめに
　本稿は2020年10月29日，日本気象学会秋季大会期間
中に開かれた第 8回気象学史研究会（オンライン）で
の講演内容を加筆修正したものである．また本研究
は，広島市江波山気象館および学芸員の遠藤正智氏の
協力に多くを依っている．同館の所蔵する数多くの貴
重史料の詳細については遠藤氏の稿（遠藤　2022）を参
照されたいが，本稿の末尾でもそうした史料の価値と
保存について触れてみたい．
　本稿は広島測候所の設立と初期における事業，およ
び1870年代から80年代の草創期における日本気象事業
を概観する．1879（明治12）年 1月 1日に業務を開始
した広島測候所は，府県立の地方測候所としては最初
のものである．その前年秋より広島県令藤井勉三およ
び勧業課と地理局長櫻井勉の間で交わされた文書（広
島県勧業課（1879）所収，広島市江波山気象館所蔵）
から設立に関する経緯をうかがい知ることができる．
これについては文書が広島で発見されて間もなく吉持　
昭による翻刻（広島地方気象台　1962）のほか，『測候
時報』や『百年史編纂ニュース』などでも紹介されて
いる（篠原　1971；安藤　1971；村山　1979）．草創期の
気象事業については『気象百年史』（気象庁　1975a，b）
や鯉沼（1962，1969），根本（1965），若林（2019）ら
が論じたが，それらは東京を記述の中心としており地
方測候所に関する記述は圧倒的に少ない．富沢・江崎
（2005）は前橋測候所の運営について明治30年代に焦点
を当てて考察しているが，より早い段階における気象
事業の地方展開については触れられていない．本稿は
広島測候所の設立からその後の事業展開を確認しつ

つ，日本気象事業の草創期における地方測候所の役割
や意義が模索される様子を検討していきたい．

₂． 気象事業の出発
　1875（明治 8）年 6月，気象庁の前身となる東京気
象台が設置された．その経緯については『気象百年史』
など既刊書や諸論考に詳しい．ここでは事業開始の
きっかけに関する要点を押さえておくに止める．
　明治初期，国家事業として気象観測の開始を強く促
したのは外圧とお雇い外国人であった．個人による観
測はすでに江戸後期から開港地などで散発的に行われ
ていたが，国家事業としての観測は，欧米列強が東ア
ジアに拠点を構えるようになってからであった．それ
はこの地域における貿易の重要性が高まったことが強
く影響しており，たとえば香港や上海では英国やフラ
ンスの商人や宣教師たちが観測活動を実施していた
（MacKeown 2010；Zhu 2012）．日本に対しては1873
年に北京海関長ロバート・ハート（Robert Hart）が明
治政府に気象データの交換を要請し（Brickers and 
Ladds 2008），また同年工部省雇いの英国測量技師
ジョイナー（Henry B. Joyner）が観測事業の開始を建
議した．1875年 6月 5日，ジョイナーは英国から輸入
した観測機器を用いて観測を開始し，東京気象台とし
て出発することになる．彼はその後も観測網の拡大や
人材育成の必要性を政府に提案するが，77年に契約満
了となって日本を去った（鯉沼　1969；富田　1975）．そ
の後を継いだのがドイツ人航海士のクニッピング
（Erwin Knipping）であったことはよく知られている
とおりで，クニッピングは1880年代を通じて日本初の
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天気図作成，暴風警報発表，さらに観測網拡大を推進
していった．このように気象事業全体としては，国外
からの要請とお雇い外国人の主導で進められた一方
で，ジョイナーの離日からクニッピングの就任までの
間の時期に，地方測候所設立の動きが見られはじめ
た．広島測候所はその最初の一つであった．

₃． 広島測候所の誘致と初期の運営
　ジョイナーの指導を受けた地理局長の櫻井　勉や測
量課長の荒井郁之助，観測主任の正戸豹之助らは，
1877年から地方測候所の設立に関する要請を内務卿大
久保利通に提出していた．海難事故が明治に入ってか
ら多発していることを主な理由とし，当初は長崎，兵
庫，仙台，青森，新潟に官営測候所を設立するよう建
議したのである．しかし予算不足から官営測候所の設
立は容易でなく，1878年，櫻井は全国府県の県令に府
県営の測候所設立を要請せねばならなかった．その要
請にいち早く応えたのが広島県令の藤井勉三（1840‒
1881）であった．藤井は東京派遣中の山口光風（勧業
課）を通じて積極的な反応を示し，同年10月以降，櫻
井と交信を続けて翌年 1月に測候所を開設する用意が
できると明かした．観測機器設置費用は広島県の負担
とし，測候所は広島県庁内に設置することとした（広
島県　1879）．
　ところで，なぜ藤井が観測事業の誘致に積極的だっ
たのか判然としない．櫻井からの説明によれば「気象
観測ハ農事衛生其他各種ノ利益」があるとされており，
暴風対策を念頭においていたわけではなかったようで
ある（広島県　1879）．長州出身の藤井は幕末期に藩費
での欧州留学の経験があるものの，彼がそこで何を学
んだのかはっきりせず，誘致時点で気象事業にどれほ
どの理解があったのか窺い知れる手がかりは今のとこ
ろ見つかっていない（広島県立文書館　2006）．
　推測の域を出ないが，広島に最初の県営測候所がも
たらされたのには，工部省で測量に従事していた野村
（村田）文夫（1836‒1891）と正戸豹之助（1855‒1938）
の両名が広島出身であることと無関係ではないだろ
う．藩医の子として生まれた野村は，適塾で学んだ後，
3年間の欧州留学（密出国）も経験し，その内容を『西
洋聞見録』（1869年）として出版した（村田　1869）．帰
国後は工部省（のちに内務省）測量正となったが，彼
自身，測量や観測に関する知識や技能をどれほど備え
ていたのか疑問である．彼は1877年には依願退職と
なってジャーナリズムの道を切り拓いていくが，広島

に測候所設置の動きが現れるのは1878年のことである
から，野村の影響は部分的なものに過ぎなかっただろ
う．むしろ正戸の影響のほうが大きかったと思われ
る．正戸は慶應義塾で学んだのち，1872年から工部省
で測量に従事し，1876年から気象伝習生としてジョイ
ナーの指導を受けた（気象庁　1975b）．彼は櫻井や荒
井らとともに地方観測網拡大を政府にはたらきかけた
一人であったことから，出身の広島県に呼び掛けたと
しても不自然ではない．ただし現時点では野村と正戸
の両者が広島への測候所誘致に関してどのような役割
を果たしたのかを具体的に示す資料は発見されていな
い．
　広島に測候所が設置されることが決まると，東京気
象台は馬場信倫（1858‒1940）を広島に派遣して観測技
術・記録法の指導（1878年12月～翌年 4月）にあたら
せた．馬場の監督のもと，広島測候所では毎日 3回の
観測と報告書の作成が行われた．『設置書類』によれ
ば，馬場の指導を受けたのは岩嵜　亮（1878年12月14
日任命，肺病で1879年 4月25日辞職），佐々木勝一
（1878年12月14日任命），山本正次郎（1879年 4月11
日～）の 3名であるが，彼らがどのような経緯で雇用
されたのかは不明である．共通するのは 3名とも短期
間で離職したことであるが，それは地方測候所でしば
しば見られた傾向であった．次節で触れる第一回気象
協議会でも雇員の早期離職に言及されており，その原
因として賃金の問題が挙げられた（中央気象台　1888）．
4月に馬場が東京に戻った後も，人員は入れ替わりつ
つ観測は継続して行われた．
　1883年，岡本保佐技手（1858‒1916，1901年に技師）
が広島測候所長として赴任した．岡本は逝去するまで
の33年間を所長として務めたが，このように長期にわ
たって所長を務めた例は，初期には広島以外の地方測
候所でも見られる．赴任後，岡本は電報による観測値
の報告と警報発令の報告を開始し，測候所運営は軌道
に乗り始めた．

₄． 地方測候所の役割・機能
　広島に続いて和歌山や京都などにも地方測候所が設
置され，1880年代を通じてその数は20か所を超えた．
しかし観測方法や記録法が統一されておらず，なによ
り地方測候所の役割などについて明確な合意が得られ
ていなかった．ごく一部を除く，ほとんどの観測ス
タッフにとって気象学や観測業務はなじみのなかった
ものであり，その意義についても深く理解されていな
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かったようだ．
　そうした状況の改善を企図して開催されたのが1888
（明治21）年の第一回気象協議会であった．その前年に
「気象台測候所条例」および「施行細則」が定められ，
法的には中央気象台と地方測候所の役割が明文化され
たものの，観測活動の実践においては観測と認識の統
一が不徹底であったことが課題となっていた．
　各府県の測候所長が招集された協議会では気象業務
に関する全般的な議論が交わされた．就中，主要議題
となったのは観測方法（項目，時間，単位，機器の使
用法など）や報告形式の統一に関するものと，地方測
候所発の天気予報と警報に関してであった．特に後者
の問題は，根本的には地方測候所の役割とは何かを問
うものであったといえる．同年 8月，地理局長櫻井は
各府県知事に対して地方測候所における天気予報の発
表の必要性とそのための協力を訴えたが，人員と予算
不足から大阪測候所を除いて実現に至っていなかった
（気象庁　1975a）．では地方測候所は何のために毎日毎
時観測を実施するのか．観測業務以外に測候所がなす
べきこととは何なのか．広島測候所長の岡本をはじ
め，数名の所長は地方天気予報の実施こそ地方測候所
の存在意義を明確にする手段であるとし，その最大の
ネックであった電報料金の無償化を強く訴えた．この
とき協議会長を務めた和田雄治（1859‒1918）は，無償
化については交渉中であるとした上で，地方測候所の
重要な役割の一つとして各地方の産物と気候の関係に
ついての研究を挙げた．研究成果を各地の産業従事者
と共有することで，殖産興業に寄与できるというもの
であった（中央気象台　1888）．新聞紙面でも気象情報
が十分に掲載されていなかったことから，気象事業が
市井の人びとに知られる機会はほとんど提供されず，
事業の従事者たちは自身のアイデンティティを模索す
る途上にあった．
　一方，同年には大日本気象学会が出帆した．前身で
ある東京気象学会は1882（明治15）年に発足したもの
の学会運営は滞っていた．それが1888年になって，事
業拡大と人員拡充を背景に，学会名を改称しつつ約
250名の会員を得て活動を再開したのである（日本気象
学会　1957）．その目的は「帝国ノ気候ニ関スル事実原
因ヲ講究シ併セテ気象学一般ノ進歩ヲ謀ル」こととさ
れたが，学会誌である『気象集誌』に掲載された記事
から窺えるのは，初期における学会活動は啓蒙的性格
の強いことである．たとえば岡本保佐は「広島県気象
観測効用一班」において気象と農事の関連性を強調し，

それが観測データから裏付けられるとした（岡本　
1892a，b）．岡本は観測事業の「効用」については必
ずしも明確に述べていないが，同種の記事が『気象集
誌』上に散見されるのは気象事業および気象学の有用
性を会員に広く知らしめるためであろう．250名の会
員には観測事業従事者以外に一般人が多く含まれてい
たことがその背景としてあったが，途についたばかり
の気象事業・気象学に関する合意形成の時期であった
ことが啓蒙的にならざるをえなかった要因だろう．気
象協議会における議論や気象学会の初期活動は，「気
象学とは何か，何ができるのか」についての共通認識
を築いていく過程であった．本格的な研究論文が誌上
に登場するのは，1890年半ばの梅雨論争からであった
（宮川　2016）．

₅． 災害報告システム
　地方天気予報の開始以前，地方測候所には二つの重
要な業務があった．一つは毎日の気象観測および記録
であり，もう一つは災害情報の収集であった．近年の
災害史研究によれば，江戸期の災害時における行政シ
ステムはきわめて高度に組織化されていた．災害発生
時，大名や代官らは被害状況を把握して幕府に報告す
る義務を負っていた（倉地　2013）．
　明治の観測事業初期においても，その伝達システム
が部分的に継承される．変更された点を挙げれば，災
害による被害状況だけでなく，災害そのものの詳細な
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第 1図　 広島県内の異常気象・災害報告をつづっ
た『諸県暴風報告綴込』（広島市江波山気
象館所蔵，著者撮影）．



状況や，気象・気候に関する種々の情報を報告するよ
う各村役所が求められるようになったことである．被
害状況は役所や警察署による調査後，県令に報告され
た一方，測候所には気象状況が報告された．第 1図は
その一例である．電信が設置される前であったため，
村長は災害状況を葉書で報告していたことがわかる．
この葉書は『諸県暴風報告綴込』と題された冊子に綴
じられている．1880（明治13）年からの記録をまとめ
たこの冊子には，暴風のような災害事例だけでなく各
種異常・特異気象現象に関する報告記録もまとめられ
ている．第 1図（左側）によれば，「本日早暁ヨリ曇天
ニシテ寒気□□午前十時三十分ヨリ初雹アリタリ」（□
□は判読不能）とあり，1894（明治27）年の初雹が報
告されている（広島測候所　1896）．また暴風に関する
報告は県内にとどまらず，測候所を通じて他県とも交
換されていたようだ．上述のとおり，協議会において
電信利用料の無償化交渉が当時の気象事業の重要課題
であったが，通信インフラの設置もふくめ，県内外に
おいて電信を自由に利用できるようになる以前は，気
象に関する情報収集は郵便で行われていた．
　この時期，県内各地の行政単位からの気象現象・災
害報告システムが意味していたのは，一つには村々に
気象観測や災害報告のシステムを担わせつつ，管区内
の観測網を徐々に構築していたことであり，もう一つ
は測候所が気象に関する業務を担う科学機関であるこ
とを周知しようとしていたことである．天気予報の実
施以前は，測候所はその役割どころか存在すら多くの
人びとになじみがなかった．ひとたび異常気象や暴風
など自然災害が発生すると，その様子を事細かに，そ
れ以前とは異なる方式での報告を促しつつ，測候所を
中心とする新しい観測のあり方が示された．新しい観
測様式では時刻や雨量などあらゆる事項を可能な限り
数値化させるとともに，その年の初雹のように記録す
る価値があいまいなものも気候を理解する上で重要な
データの一つとして報告が義務づけられた．なかには
観測機器が設置されていなかったり，設置されていて
も単位が統一されていなかったり（センチメートルと
インチ，摂氏と華氏など）と，克服すべき課題が山積
していたことも事実である．しかしそうした報告が県
内各地から測候所に一元化する観測網が構築されつつ
あった．また，電信網の未整備から郵便による状況報
告が行われていたために即時観測は望めなかったもの
の，一つの災害に関する情報が科学的なプロセスで蓄
積され，農業にも応用が見込まれる気候研究へとつな

がっていく．上述の岡本保佐による論考はその一端で
あった．
　もう一つ着目すべきは，そのプロセスに気象学や観
測業務のトレーニングを受けていない人びとが少なか
らず参与していたことである．広島測候所の初期観測
員を含め，草創期における地方測候所はそうした非専
門家，それも気象という語の指すところすら明確に共
有していない人びとに支えられていたのである．1870
年代から1880年代の日本は，まさに近代的な気象観測
システムへの過渡期であり，広島を皮切りに地方測候
所の設置が各地で進められるなかで，他県でも同様の
状況が見られたことだろう．

₆． 皆既日食と測候所
　地方測候所および観測網の役割が全国的に周知され
はじめる一つのきっかけとなったのが，1887年 8月19
日の皆既日食である．この皆既日食は日本にとって
1786年以来のもので，なにより近代的観測事業が始め
られてから初の日食であり，欧米各国でも関心が高
かったこともあって明治政府は観測を成功させようと
躍起になっていた．
　政府は中央気象台主導で日食観測プロジェクトを進
めることとし（天文台の設置はこの翌年のことであ
る），皆既帯の小中学校や郡区役所には授業や業務を
中止させてまで日食の観察・記録・報告を実施するよ
う通達したという（斉藤　1969a）．さらに観測活動に不
慣れな児童や役場職員のために「心得書」を配布して，
それを官報（ 8月 5日付，第1231号）にも掲載して観
測方法や記録すべき事項，すなわち日食開始・終了時
刻，食の経過・スケッチ，気温変化などについて詳細
な説明を付したことは政府の意欲の現れであった．ま
た天文学者はもちろんのこと，気象学者など他分野の
科学者たちも日食観測に意欲的であった．それは科学
後発国である日本が日食観測を成功裏に収めることに
より，西欧各国が独占していた科学研究の最前線に日
本も参入しようという野心がはたらいたことによる．
　日食当日の状況については斉藤（1969a，b）に詳し
い．それによれば，当日は広範囲で曇天あるいは雨天
となり，ほとんどの地点で観測できなかった．そうし
たなかで科学者による観測としての成功例は荒井郁之
助によるものが報告されている．荒井は正戸豹之助や
新潟測候所長紫藤　章らとともに新潟県三条で観測を
実施し，コロナの撮影にも成功した．その写真は英王
立天文協会の紀要にも掲載された（Arai 1887）．
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　明治初の皆既日食におけるもう一つの重要な目的
は，国民を「国家プロジェクト」的科学活動に動員す
ることであった．実際に観測活動に携わらせて「科学」
を身近なものと感じさせること，すなわち科学啓蒙で
あった．上述のように政府は官報に詳細な観測方法な
どを記した「心得書」を掲載し，児童や地方役人に科
学的観察・観測法を学ばせた上で，彼らを観測活動の
場，科学の実践の場に立たせたのである．古来より日
食や月食は不吉な兆しと認識され，また日食に関する
多くの迷信も各地で伝えられており，知識人のなかに
はそうした迷信の払拭に腐心した者もいた（椎谷　
1888）．日食が科学的（天文学的）現象であり，それゆ
え科学研究の対象であること，観測や記録は科学者で
なくとも参加できることを知らしめ，国民の科学啓蒙
を図ったのである．
　それに加えて，活動後に観測内容を各地の測候所へ
報告することが義務付けられることで，測候所は「科
学機関」として認知されることにもつながった．たと
えば部分日食であった広島でも県から訓令が出されて
郡区役所においても日食観測が実施された．広島測候
所は県内各地からの報告（第 2図）をもとに，地方紙
の芸備日報に日食の詳細な経過やデータなどを報告し
た（広島測候所　1887）．多くの人びとにとって地方測
候所の役割や存在意義は自明でなかったが，各地にお
ける日食報告を測候所がとりまとめ，その概要を各地
の新聞に報告したことで，測候所は天に関する科学活
動を担う機関であることが知られることとなった．

₇． 結びにかえて：地方測候所の資料保存とその意
義

　最後に，地方測候所（現地方気象台）に関する史資
料の意義について触れておきたい．
　冒頭に述べたとおり，本研究は広島市江波山気象館
に所蔵されている史料に多くを依拠している．江波山
気象館所蔵の貴重史料の多くは，広島地方気象台にて
保管されていたものが移譲されたものである．原爆を
経験した広島で草創期の各種資料が焼失されずにいた
ことは，奇跡に近いと言えるかもしれない（気象館も
被爆建物である）．そのおかげで，広島測候所の成立過
程や，直後の測候所運営の様子が垣間見られるわけだ
が，では他の地方気象台における史資料の保管状況は
どうであろうか．
　地方気象台の役割とは何か．現代におけるそれは，
一次的には所在する地域の防災拠点であろう．各地で
発生する様々な気象災害について，地域住民へ注意報
や警報を発令して注意を促し，住民の生命・財産を守
ることが地方気象台の肝要な役割である．また各地の
気象データ収集も同様に重要な任務である．
　一方で，本稿が述べてきたとおり，地方測候所は設
立初期の段階から観測ネットワークの地域的中心を担
うと同時に，人びとの暮らしに深く関わる気象現象や
災害に関する多様な記録を残してきた．そしてそれら
は，当時の人びとの気象に関する行動や意識を教示し
てくれる．
　京都の北白川小学校で編まれた『北白川こども風土
記』を通じて，学校と地域の関係性について多彩な角
度から論じた『学校で地域を紡ぐ』において，編者の
菊地　暁による以下の記述は，地方測候所の意義につ
いて重要な示唆を与えるものである．
　「学校が，子どもたちの学びの場であると同時に，多
様な情報と社会関係が交錯する，地域の結節点だとい
う事実である．近代の学校は，既に一世紀半の歴史を
有している．そしてしばしば，○○周年などを契機に，
校史を編纂し，関連資料を収集し，郷土資料室を開設
する．（中略）小中学校が全国くまなく設置されている
ことを考えると，それらの総量は膨大なものに上るだ
ろう．（中略）「学校資料」は地域の来歴を解き明かし，
将来を展望する上で，重要な足がかりとなり得るもの
だ．」（菊地・佐藤　2020）
　「学校」を「地方測候所」に置き換えてみるとどうだ
ろうか．測候所は小学校ほど多く設置されていたわけ
ではないが，上に見てきたように，県内各地から気象
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第 2図　 広島県内における日食観測の記録『日蝕
前後気象観測書類』（広島市江波山気象館
所蔵，著者撮影）．



に関する情報やデータが報告されていた点において，
各地の気象や災害の「来歴」を解き明かす貴重な手が
かりを有していると言えるだろう．各地方測候所に集
められた資料には，数字で表された観測資料（すでに
デジタル化されたものも多い）はもちろんのこと，
データ化されていない，数値化しがたい現象・事象の
記録も含まれている．そうした資料にこそ，今では失
われた各地域の過去のすがたを物語るものや，災害に
ついての情報，人びとの防災に関する知識・知恵があ
るかもしれない．現在の地方気象台に眠っている（か
もしれない）資料は，過去の証言者たる史料として，
各地の人びとの暮らしや自然との関わりの歴史を紡ぐ
可能性を秘めている．
　また各地における気象事業の草創期については，い
まだ研究が十分になされているとは言い難い．たとえ
ば本稿が取り上げた広島においてさえ，結局のところ
誰が測候所の設立を進める主因となったのか，日々の
観測実践はどのようなものだったのかなどの疑問につ
いては推測しかできない．非専門家の人びとが新しい
科学を経験することになったとき，彼らはそれをどの
ように認識し行動するのか，過去の実践経験とどのよ
うに結びつけるのかなど，歴史学的に興味深い多くの
テーマが解明されていない．その手がかりとなる史料
が各地方気象台にて発掘・発見されるのを待ってはい
ないだろうか．
　昨今，経費削減や保存場所確保の困難さ，各種資料
のデジタル化などにともない，ともすればそうした古
い史料はいち早く「整理」の対象となって処分される
ことが気象に限らず増えている．しかしながら，過去
を知り，学ぶことは，史料が残されていてこそはじめ
て可能となる．そして一度失われれば二度と戻ること
はない（歴史遺産の廃棄という富士山測候所の悲劇を
忘れてはならない）．一歴史研究者として，各地の気象
台において貴重史料が長く保存され続けることを切に
願うしだいである．
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